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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

５
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

松
香
芳
三
氏
（
徳
島
大
学
大
学
院
ヘ
ル
ス
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
研
究
部
咬
合
管
理
学
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

５
月
度
生
涯
研
修

原
因
の
わ
か
ら
な
い
痛
み（
非
歯
原
性
歯
痛
）の
診
断

と
治
療 日

時　

３
月
８
日
（
土
）
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

会
場　

茨
木
市
福
祉
文
化
会
館
１
０
１
号　
　

定
員　

40
人

講
師　

石
垣
尚
一
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
講
師
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

三
島
地
区　

総
会
記
念
講
演

非
歯
原
性
歯
痛
の
診
断
と
対
処

日
時　

３
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

吉
山
昌
宏
氏
（
岡
山
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研

究
科　

歯
科
保
存
修
復
学
分
野
教
授
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

南
河
内
地
区　

総
会
記
念
講
演

最
新
の
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
修
復
の
基
礎
と
臨
床

日
時　

４
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

中
村
隆
志
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
研
究
科
総
合
機
能
口

腔
科
学
准
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

※
４
月
保
険
収
載

４
月
度
生
涯
研
修

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
装
置
を
用
い
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
レ

ジ
ン
修
復

診
療
報
酬
改
定
中
央
・
各
地
区
説
明
会〈
４
面
参
照
〉

日
時　

５
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

午
前
：
接
遇
マ
ナ
ー
講
習
（
ク
レ
ー
ム
対
応
含
む
）

午
後
：
助
手
編
、
衛
生
士
編
に
わ
か
れ
て
研
修

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

午
前
：
水
原
道
子
氏
（
大
手
前
短
期
大
学
教
授
）

　
　
　

午
後
：
歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

７
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

定
員　

助
手
編
90
人
、
衛
生
士
編
30
人

※
受
講
者
全
員
に
『
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
歯
科
保

険
診
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
頒
価
４
千
円
）
を
配
布
、『
修

了
証
』
を
発
行
し
ま
す

※
開
催
要
項
・
会
場
案
内
地
図
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

茨
木
市

大阪の大阪の
戦跡

大阪の
戦跡

⑮機関紙協会大阪機関紙協会大阪
坂手崇保坂手崇保

ケ
シ
栽
培
を
広
め
た「
阿
片
王
」

JR
東海
道本
線

JR
東海
道本
線

阪
急
京
都
線

阪
急
京
都
線

名神
高速
道路

名神
高速
道路

総持寺駅総持寺駅

真龍寺真龍寺

二反長音蔵宅

卍卍

171 171

摂津富田駅

富田駅

茨木

　

「
ア
ヘ
ン
が
な
け
れ
ば
戦

争
は
で
き
な
い
」
と
い
う
意

外
な
指
摘
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
。
戦
場
で
は
傷
つ
い
た

兵
士
の
痛
み
を
和
ら
げ
る
た

め
、
ア
ヘ
ン
（
阿
片
）
や
そ

れ
を
精
製
し
て
作
ら
れ
る
モ

ル
ヒ
ネ
が
鎮
痛
剤
と
し
て
欠

か
せ
な
い
の
だ
と
い
う
。

　

二
反
長
音
蔵
（
に
た
ん
ち

ょ
う　

お
と
ぞ
う
・
１
８
７

５
〜
１
９
５
０
年
）
は
大
阪

府
三
島
郡
福
井
村
（
今
の
茨

木
市
東
福
井
）
に
生
ま
れ
、

水
田
の
裏
作
と
し
て
ケ
シ
栽

培
を
広
め
た
。

　

日
清
戦
争
で
台
湾
を
植
民

地
化
し
た
大
日
本
帝
国
は
、

島
内
で
は
ケ
シ
栽
培
を
禁
止

し
て
、
阿
片
を
専
売
制
に
し

て
莫
大
な
利
益
を
上
げ
て
い

た
。
当
初
は
外
国
か
ら
輸
入

し
て
い
た
が
、
音
蔵
は
日
本

国
内
で
ケ
シ
を
栽
培
し
て
阿

片
を
自
給
す
る
よ
う
訴
え

た
。
内
務
省
の
後
藤
新
平
の

後
押
し
で
こ
れ
が
認
め
ら
れ

ケ
シ
栽
培
に
取
り
組
ん
だ
。

　

音
蔵
は
ケ
シ
栽
培
を
日
本

全
国
に
広
げ
よ
う
と
、
奔
走

し
「
阿
片
王
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
５
月
の
開

朝
鮮
・
満
州
へ
も
普
及
に
出

か
け
、
ケ
シ
栽
培
の
普
及
に

没
頭
し
た
。

　

遼
東
半
島
・
山
東
半
島
・

満
州
、
上
海
租
界
地
で
は
、

日
本
陸
海
軍
の
特
務
部
が
、

花
時
に
は
ケ
シ
の
白
い
花
で

大
阪
平
野
が
雪
景
色
の
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。
１
９
３

５
年
頃
に
は
ア
ヘ
ン
の
年
間

生
産
量
の
４
割
を
大
阪
府
三

島
郡
が
占
め
て
い
た
ほ
ど

だ
。

　

音
蔵
は
内
務
省
主
催
の
栽

培
講
習
会
の
講
師
に
も
な

り
、
自
費
で
当
時
日
本
領
の

治
外
法
権
の
特
権
を
利
用
し

て
阿
片
の
密
売
を
公
然
と
進

め
た
。　

　

中
国
人
相
手
に
利
益
を
得

る
こ
と
と
、
中
国
民
衆
の
阿

片
中
毒
に
よ
る
抗
日
運
動
弱

体
化
が
主
目
的
だ
っ
た
。

　

こ
の
と
き
陸
海
軍
の
手
先

と
し
て
暗
躍
し
た
の
が
Ａ
級

戦
犯
容
疑
と
な
っ
た
笹
川
良

一
や
児
玉
誉
士
夫
た
ち
だ
。

　

音
蔵
は
、
１
９
１
９
年

「
帝
国
一
日
一
善
会
」
と
い

う
慈
善
団
体
を
つ
く
っ
て
い

る
。
本
部
は
真
龍
寺
（
茨
木

市
東
福
井
）
に
置
か
れ
た
。

　

当
時
は
第
一
次
世
界
大
戦

後
の
ロ
シ
ア
革
命
の
影
響

で
、
米
騒
動
や
労
働
争
議
が

頻
発
し
社
会
主
義
思
想
が
広

が
っ
た
時
代
だ
。
こ
う
し
た

風
潮
に
対
す
る
危
機
感
か
ら

「
会
」
を
つ
く
り
、
さ
ら

に
、
社
会
福
祉
事
業
と
し
て

慈
恵
医
院
（
無
料
の
病
院
）

や
無
料
供
養
所
（
葬
儀
場
）

を
設
立
し
た
。

　

「
一
日
一
善
」
と
い
え
ば

「
政
界
の
黒
幕
」
笹
川
良
一

（
１
８
９
９
〜
１
９
９
５

年
）
を
思
い
出
す
。
笹
川
は

福
井
村
と
隣
接
す
る
豊
川
村

（
現
在
の
茨
木
市
豊
川
）
出

身
で
あ
っ
た
。
音
蔵
の
「
帝

国
一
日
一
善
会
」
と
笹
川
良

一
の
「
一
日
一
善
」
の
つ
な

が
り
が
見
え
て
く
る
。

開
業
初
年
度
の
税
務
と
申
告

開
業
初
年
度
の
税
務
と
申
告

税
理
士　

伊
藤　

幸
子

青
色
申
告
の
届
出
を
必
ず

開
業
費
を
計
上
し
よ
う

従
業
員
の
源
泉
所
得
税
を
納
付

赤
字
な
ら
所
得
税
の
還
付
も

　

開
業
の
年
は
、
経
費
も
多

く
か
か
り
、
収
入
も
少
な
い

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、

所
得
の
計
算
を
す
れ
ば
赤
字

（
損
失
）
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
こ
の
赤
字
は
青
色
申

告
の
届
出
を
提
出
し
て
青
色

申
告
者
に
な
っ
て
い
な
い
と

翌
年
以
降
に
繰
り
越
す
こ
と

が
で
き
な
い
。
白
色
申
告
だ

と
赤
字
が
切
り
捨
て
に
な
っ

て
繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
。

　

青
色
申
告
の
届
出
は
、
開

業
か
ら
２
カ
月
以
内
か
、
開

業
年
の
３
月
15
日
の
い
ず
れ

か
遅
い
日
ま
で
に
所
轄
税
務

署
に
提
出
す
る
。
青
色
申
告

者
に
は
特
別
償
却
な
ど
の
特

典
も
あ
る
の
で
、
忘
れ
ず
に

届
け
出
る
。

　

ま
た
、
初
年
度
が
赤
字
の

場
合
に
は
必
ず
青
色
申
告
書

　

開
業
費
と
は
、
事
業
を
開

始
す
る
ま
で
に
特
別
に
支
出

し
た
費
用
の
こ
と
で
、
広
告

宣
伝
費
、
交
際
費
、
交
通

費
、
調
査
費
、
開
業
準
備
の

た
め
の
賃
借
料
、
光
熱
費
な

ど
を
言
う
。

　

開
業
準
備
に
必
要
だ
っ
た

こ
と
を
説
明
で
き
る
よ
う
に

し
、
も
ち
ろ
ん
領
収
書
な
ど

は
き
ち
ん
と
残
し
て
お
く
こ

と
。
開
業
費
は
、
５
年
以
内

に
任
意
に
取
り
崩
し
て
経
費

に
計
上
す
る
こ
と
が
出
来

る
。
利
益
が
多
い
年
に
は
一

度
に
取
り
崩
す
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。
た
だ
し
、
１
個
が

10
万
円
以
上
の
備
品
な
ど
は

開
業
費
に
計
上
す
る
こ
と
は

出
来
ず
、
減
価
償
却
資
産
と

な
る
（
青
色
申
告
者
の
場
合

は
１
個
が
30
万
円
未
満
ま
で

の
資
産
を
一
度
に
経
費
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
）。

　

従
業
員
（
青
色
専
従
者
を

含
む
）
の
給
与
が
１
カ
月
一

人
あ
た
り
８
万
８
千
円
以
上

の
場
合
は
、
そ
の
給
与
か
ら

源
泉
所
得
税
を
差
し
引
い

て
、
従
業
員
に
変
わ
っ
て
事

業
主
が
税
務
署
に
納
付
す
る

必
要
が
あ
る
。　

　

毎
月
の
給
与
の
源
泉
所
得

税
を
翌
月
の
10
日
ま
で
に
納

付
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
従
業
員
が
10
人
未

満
の
場
合
は
、
届
出
を
す
れ

　

開
業
の
年
に
、
他
の
医
療

機
関
な
ど
か
ら
受
け
取
っ
た

給
与
が
あ
る
場
合
に
は
、
医

業
所
得
と
一
緒
に
給
与
も
申

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
年
の
医
業
所
得
が
赤

字
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ

の
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
た

源
泉
所
得
税
が
、
給
与
と
医

業
所
得
と
を
一
緒
に
申
告
す

る
こ
と
で
、
そ
の
給
与
の
源

泉
所
得
税
の
金
額
の
一
部
ま

た
は
全
部
が
還
付
さ
れ
る
。

訂
正　

２
月
15
日
付
７
面

「
地
区
総
会
案
内
」
の
記
事

で
、
南
河
内
地
区
の
開
始
時

間
に
つ
い
て
「
午
前
10
時

〜
」
と
し
た
の
は
、「
午
前

９
時
30
分
〜
」
で
し
た
。
訂

正
し
ま
す
。

ば
、
納
期
特
例
と
い
っ
て
、

半
年
ご
と
（
７
月
10
日
と
１

月
20
日
）
に
納
付
す
る
こ
と

が
出
来
る
。

　

ま
た
、
同
居
の
家
族
に
給

与
を
支
給
し
て
経
費
に
す
る

場
合
に
は
、
青
色
専
従
者
給

与
の
届
出
が
必
要
に
な
る
。

　

専
従
者
は
そ
の
事
業
に
専

ら
従
事
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
他
で
働
い
て

い
る
方
や
学
生
な
ど
は
専
従

者
に
出
来
な
い
。

『
歯
科
医
院
譲
渡
』　

【
所
在
地
】
堺
市
中
区　

ス

ー
パ
ー
２
Ｆ
（
最
寄
駅　

泉

北
高
速
鉄
道
「
深
井
」
駅
）

【
条
件
等
】
チ
ェ
ア
３
台
、

パ
ノ
ラ
マ
、
デ
ン
タ
ル
、
歯

科
器
材
、
約
24
坪

【
金
額
】
相
談
の
う
え

【
連
絡
先
】
０
８
０-

４
５

９
９-

０
５
８
４

栗
原

　

掲
載
内
容
の
確
認
等
は
当

事
者
間
で
お
願
い
し
ま
す
。

を
提
出
し
、
か
つ
、
そ
の
後

繰
越
控
除
を
受
け
る
場
合
に

は
、
連
続
し
て
確
定
申
告
書

を
提
出
し
て
い
る
場
合
に
限

ら
れ
る
。

音蔵が一日一善会を置いた真龍
寺。無料で人々に尽くしたが、音
蔵が奨励・指導したケシ栽培に
よって生産された阿片で、多く
のアジア諸国民が犠牲となった


